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１ はじめに ２．２ 室内アウェアネスディスプレイ 

オフィスや研究室では，作業中に他のメンバ

の作業状況を知りたいことがある．仕事を依頼

したい場合や，作業が一段落して休憩に誘いた

い場合などである．このような時，メンバの作

業状況を知るためには直接会いに行く，もしく

はメールで確認するといった方法をとる必要が

ある．しかし，集中して作業を行っている人は，

作業に関係のないことを聞かれて作業効率が下

がることを嫌がる．一方で，状況を聞く方も

「状況は知りたいが，作業の邪魔をしたくはな

い」というような心の葛藤が起こってしまう． 

本システムでは，RICOH 社のメディアサイトと

いうタッチパネル付き背面投射型ディスプレイ

を用いた．ディスプレイは，XGA（1024x764 ドッ

ト）互換表示が可能である．メディアサイトを

室内に設置することによって，来訪してきた部

外者にも容易にメンバの在・不在情報が確認可

能となっている．メディアサイトは常時起動さ

せておくので，インテリアとしても使えるイン

タフェースに表示デザインにした．メディアサ

イトで表示する情報は，各自の計算機でも閲覧

可能である． 

２．３ 位置情報検出システム そこで，情報を発信する側，受け取る側の両

方が負担を負うことなく状況を知ることができ

るシステムを構築する必要がある．作業状況を

知らせるシステムでは，MSN Messenger などがあ

るが，これは「取り込み中」などといったよう

な情報を自分で設定する必要が生じる．これで

は，入力に手間がかかり情報を発信する側のユ

ーザに負担がかかってしまう． 

位置情報，特に在・不在情報を表示すること

で，メンバは室内でのにぎやかさといったよう

なものを感じとることができる．また，位置情

報を取得すれば，直接本人に会う必要がある場

合に，フロアを探し回ることなく容易に居場所

を突き止めることができる． 

本稿で利用している位置情報検出システムは

上田日本無線社のスパイダー・システムである．

これは，電波を利用した長距離型非接触 ID 認識

システムで，RFID タグから定期的に発信される

タグ情報を，読み取り可能範囲にあるアンテナ

が受信することで位置を検出するというもので

ある．室内にスパイダー・システムのアンテナ

を８台設置し，ユーザに RFID タグを常時携帯さ

せることで，リアルタイムに位置情報をモニタ

リングすることができるようになっている． 

そこで，本稿ではユーザの作業状況を自動的

に判断する，個人作業状況アウェアネスシステ

ムを構築した． 次章にシステムの概要を示す． 

 

２ システム概要 

２．１ 概要 

本システムでは，ユーザの使用している計算

機の使用頻度を検出することで，自動的に作業

状況を取得することが可能になっている．これ

によって，ユーザは作業を中断することなく，

作業状況を発信することができる．さらに，作

業状況のほかに，ユーザの在・不在情報，位置

情報も同時に表示できるようになっている． 

２．４ 「忙しさ」の定義 

 本稿では，作業者の集中の度合いを「忙し

さ」として定義する．「忙しさ」の判定は，キ

ーボードの打鍵数，マウスの移動量という２つ

の情報をもとに自動で行う．これは，通常コン

ピュータで作業する場合，入力インタフェース

がキーボードとマウスのみだからである． 

作業状況の表示は，２段構成になっており，

第１画面では在・不在情報，第２画面では「忙

しさ」情報，位置情報がキャラクタエージェン

トによって表示される．  これらの情報から「忙しさ」を判定する場合，

作業者が自分の仕事に従事して忙しいのか，そ

れともブラウジングなど本来の作業とは関係な

いことに集中しているのかという判断ができな

い．そこで，作業者が使用している計算機の，

アクティブになっているアプリケーションの種

類を検出し「忙しさ」の判定に用いた．オフィ
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スでは作業の形態によって使用するアプリケー

ションがある程度決まっていると予想される．

よって，これを判定に用いることによって「忙

しさ」の信頼性が向上することが期待できる． 

 本システムにおいて「アイドル時間の割合」

は，1 秒毎に，その 1 秒間にキーボードおよびマ

ウスからの入力があったか・なかったかを調べ，

全体の作業時間に対する入力のなかった時間と

定義した[1]．作業と関係ないアプリケーション

がアクティブになっている状態でのキーボー

ド・マウスでの入力は判定には用いない． 

 

３ 情報表示インタフェース 

３．１ アウェアネスディスプレイ 

 本システムの表示インタフェースは２段階で

構成されている．第 1 画面では，室内の在・不

在状況を提示している．この画面は，図２で示

しているようにプラネタリウムをモチーフにし

ている．各星座が各メンバの在・不在を表して

いて，一見しただけで感覚的に室内のにぎやか

さが認知できるようになっている．各星座１つ

１つにメンバ１人１人が割り当てられているが，

この画面では誰が在室で誰が不在かという説明

は表示されない． 

 
図１：アウェアネスディスプレイ 

３．２ キャラクタを用いた状況情報の表示 

 図２の第 1 画面をクリックすると図３の画面

に切り替わる．この画面では，各メンバの状況

情報がワンクリックで表示されるようになって

いる．各メンバの位置情報と「忙しさ」情報の

表示はキャラクタエージェントを用いている．

キャラクタエージェントは，人間や動物など多

様であるがどれも擬人化された振る舞いをする

ことが特徴である．さらに，親しみやすい外見

を持つためユーザが親しみ易さを感じることが

期待できる [2]． 

本稿では，各星座をモチーフにデザインした

キャラクタエージェントを作成した．知りたい

メンバのウィンドウをクリックすることで，メ

ンバに割り当てられたキャラクタエージェント

が登場し，位置情報と「忙しさ」情報を身振り

や表情などの動作で提示してくれる．キャラク

タの動作は，人型なら手を上下させる，動物な

ら尻尾を振る，鳥型なら羽を羽ばたかせるとい

ったものである．「忙しく」なればなるほどこ

のキャラクタの動作は速さを増すようになって

いる．この画面は，一定時間放置しておくと自

動的に第１画面に戻るようになっている． 

 
図２：状況情報の表示 

 

４ おわりに 

 本稿では，位置情報と「忙しさ」情報を提供

することを目的とした個人作業状況アウェアネ

スシステムを構築した．今後は，詳細な評価実

験を行い本システムの有用性を検証したい．さ

らに，今回は，「忙しさ」の定義をデスクワー

クの場合のみに限定したが，それ以外の状況に

おいても「忙しさ」を判断できるよう改良して

いきたい． 
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